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教師用指導資料「サイクルで進める組織的な取組」

（解説資料）

～子どもたち一人一人が大切にされ、安心して学ぶことができる

集団づくりと授業づくりのために～



教師用指導資料「サイクルで進める組織的な取組」の作成の趣旨について

いじめをはじめとする問題行動や不登校等、児童・生徒指導上の諸課題
は複雑化、多様化しており、特に不登校については、小・中学校及び義務教
育学校における不登校児童生徒数が８年連続して増加傾向にあります。

このような状況を踏まえ、各学校では、一人一人の児童生徒の状況や、問
題行動や不登校等の背景等に応じて、家庭や関係機関と連携しながら丁寧
に指導を行うとともに、日頃から未然防止の取組も実施しているところです。

そこで、各学校における日頃の取組をより効果的なものとするためには、
学校が組織として、一人一人の児童生徒理解及び学級(ホームルーム)集団
の実態を適切に把握し、「学びに向かう集団づくり」と「子どもが意欲的に取
り組む授業づくり」の相互の関連を図りながら、児童生徒の実態に即して意
図的・計画的に取組を進め、さらに、PDCAサイクルによる取組の点検・見直
し等を行うことが重要であると考え、本資料を作成しました。

本資料が、各学校における「子どもたち一人一人が大切にされ、安心して
学ぶことができる集団づくりと授業づくり」に向けた取組の一助となれば幸い
です。
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教師用指導資料「サイクルで進める組織的な取組」(解説資料)の活用について

教師用指導資料「サイクルで進める組織的な取組」(以下、リーフレット)で

は、各学校が実際に取組を進める際の参考となるよう、「２組担任」から「学

年主任」への相談をきっかけに、３人の担任と学年主任の４人の教師が、

P(計画)、D(実行)、C(点検)、A/P(修正/計画)のサイクルで取組を実施する

という場面を設定し、具体的な取組内容を掲載しました。

この解説資料には、リーフレットの２～４ページに掲載した、P(計画)、D(実

行)、C(点検)、A/P(修正/計画)のサイクルにおけるポイント等を掲載しまし

たので、各学校において、リーフレットの事例を参考に、学校の実情や児童

生徒の実態等に応じた取組を計画、実践する際、校内研修等の機会に、本

解説資料を全ての教職員や学年の教職員で共有するなどして活用してくだ

さい。
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PDCAサイクルで進める取組について

リーフレットに掲載した事例では、３月から１年後の４月までの取組を示し
ましたが、その後の１年間においても取組を進めていると考えてください。

また、年間に３回(３月～８月、８月～12月、12月～３月)、PDCAサイクルで
取組を行います。

① P(計画)：アンケート調査による実態の把握、課題や目標の設定
② D(実行)：働きかけ・取組
③ C(点検)：アンケート調査結果の分析、取組の見直し
④ A/P(修正/計画)：目標や取組の修正、方向性の共有
① D(実行)：働きかけ・取組
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P(計画)：アンケート調査による実態の把握、課題や目標の設定

Ｐ(計画)では、アンケート調査を通じて、児童生徒の意識を把握します。

リーフレットでは、肯定的な回答が少なかった「授業がよくわかる」に着目し
ましたが、例えば、「みんなで何かをするのは楽しい」に着目し、さらに伸ば
すことを目標とすることも可能です。

アンケート項目は、例の通り簡単なもので
かまいません。同じ項目で繰り返し調査する
ことで、児童生徒の意識の変化を把握する
ことができます。

また、学校の実情に応じて設定することも
可能です。

新たにアンケート調査を実施するのではなく、既存の「学校生活アンケー
ト」等に項目を追加して実施することも可能です。
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Ｄ(実行)：働きかけ・取組

Ｄ(実行)では、アンケート調査結果を踏まえて設定した課題や目標を意識
しながら、働きかけや取組を進めます。

学年会議等の機会を活用し、取組状況や児童生徒の様子等について情
報交換を行い、取組の改善や修正の必要性等について検討します。

また、検討の結果、必要があると判断した場合には、取組の改善や修正を
行うことが大切です。
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Ｃ(点検)：アンケート結果の分析、取組の見直し

Ｃ(点検)では、アンケート調査を実施し、前回のアンケート結果との比較等
を通じて、これまで実施した取組を振り返ります。

アンケート調査は、３月、７月、12月の３回実施します。それぞれ、春休み、
夏休み、冬休みを活用し、前回のアンケート結果との比較等、取組の効果
の検証等を行います。

アンケート結果を比較する際、
「１ 当てはまる」に焦点を当てます。

そうすることで、例えば、「３ どちら
かといえばあてはまらない」、「４ 当
てはまらない」と否定的な回答をした
児童生徒だけではなく、「２ どちらか
といえば当てはまる」と回答した児童
生徒も対象として、「１ 当てはまる」と
回答するようになるための働きかけを検討する視点が得られます。
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Ｃ(点検)：アンケート調査結果の分析、取組の見直し

アンケート結果から、これまで実施してきた取組を振り返り、話し合います。

アンケート結果の比較による取組の点検は、児童生徒を評価するための
ものではなく、教師の働きかけ・取組を点検するために行うものと捉えること
が大切です。

「勉強が苦手な子どもたち」など、一部の児童生徒ではなく、全ての児童生
徒に目を向けて取組を行うことが大切です。
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A/P(修正/計画)：目標や取組の修正、方向性の共有

A/P(修正/計画)では、C(点検)の結果を踏まえ、目標や取組を修正したり、
今後の方向性を共有したりします。

共通の取組を設定することで、教職員が
チームとして取り組むことにつながります。

学年会議等の機会を活用し、共通の取
組の実施状況や児童生徒の様子等につ
いて情報交換することで、教師同士または
教師と児童生徒の感じ方の差などを把握
したり、その修正について検討したりする
ことにつながります。
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Ｄ(実行)：働きかけ・取組

２回目のサイクルにおけるＤ(実行)では、
A/P(修正/計画)の結果を踏まえ、修正し
た目標や共通の取組等を意識しながら、
働きかけや取組を進めます。

学年会議等の機会を活用し、取組状況や児童生徒の様子等に関する情
報交換を通じて、取組の改善や修正の必要性等について検討します。

また、検討の結果、必要があると判断した場合には、取組の改善や修正を
行うことが大切です。
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Ｃ(点検)：アンケート調査結果の分析、取組の見直し

２回目のＣ(点検)では、アンケート調査(12月)を実施するとともに、３月、７
月、12月のアンケート結果を比較し、これまで実施した取組を振り返ります。

「１ 当てはまる」に焦点を当てて比較します。また、「授業がよくわかる」以

外の項目の結果との比較も行い、前回のＣ(点検)と同様、児童生徒の様子
やこれまで実施してきた取組を振り返り、話し合います。
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Ｃ(点検)：アンケート調査結果の分析、取組の見直し

事例では、「エ 授業がよくわかる」、「ウ 授業に進んで取り組んでいる」
の回答を取り上げましたが、取組を振り返る際、授業中の児童生徒の様子
だけでなく、学校行事や学校生活での児童生徒の様子についても、情報交
換することが大切です。
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A/P(修正/計画)：目標や取組の修正、方向性の共有

２回目のA/P(修正/計画)では、前回のC(点検)の結果を踏まえ、必要に応
じて、目標や取組を修正し、共通理解に基づき取組を進めます。

前回のC(点検)の結果を踏まえ、必要がある場合には、これまで実施して
きた共通の取組等を変更します。学年会議等での意見交換を通じて、児童
生徒の実態に即した取組を計画・実施することが大切です。
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Point

サイクル２⇒３

Ｄ(実行)⇒Ｃ(点検)⇒A/P(修正/計画)⇒D(実行)⇒・・・

サイクル３～

このあとも、アンケート調査を通じて、児童生徒の意識を把握しながら、
PDCAサイクルで取組を進めます。

児童生徒に期待する姿、アンケート調査を通じて把握した児童生徒の意
識、取組を通じた児童生徒の変容など、児童生徒を中心に据えて、定期的
な意見交換や取組の点検等を実施することで、児童生徒の実態に即した取
組につながります。

Point



サイクルで進める組織的な取組
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子どもが意欲的に取り組む
授業づくり

学びに向かう集団づくり

児童生徒の声 教師の働きかけ

日頃の関わり・アンケート調査 取組の実施・点検・見直し等

P-D-C-A/P-D-C-A/P-D…

児童生徒の実態に即した効果的な取組

子どもたち一人一人が大切にされ、
安心して学ぶことができる集団づくりと授業づくり
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